
 

（参考資料） 

業務実施体制（業務従事者の配置、役割分担等） 

鹿児島大学は県内唯一の総合大学として、屋久島、奄美の自然及び社会経済的関連の

調査研究に携わってきた。昨年来、全学横断プロジェクトとして鹿児島環境学を開始、

各種研究を進め今年8月には「鹿児島環境学Ⅰ」を出版した。この中でも、屋久島論、

奄美論を分析、記述している。本調査においては、専門的知見を有する研究者により鹿

児島環境学研究での考察などを活用して、実効性のある成果とする。

〔 鹿児島大学（鹿児島環境学ワーキンググループ）〕 
【管理技術者】 小野寺 浩（鹿児島大学 環境科学担当学長補佐） 
【役割】業務全体の総括・管理 
【経歴】 
・世界遺産登録時から行政及び研究者として屋久島及び奄美の調査研究、

実務に関与 
・鹿児島大学環境学プロジェクトリーダーとして、屋久島・奄美につい
て調査研究 

【担当技術者】
宮本 旬子 
鹿大准教授 
（植物学） 
 
【役割】 
・屋久島・奄美
ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ（副）
・比較分析（副）
・報告書作成
（副） 
・現地調査（主）
 
【経歴】 
○博士（理学）
92年より鹿
児島大学） 

●鹿児島環境
学WG 
●奄美の貴重
植物、生態系の
調査研究 
 
 
【理由】 
絶滅危惧種、植
物生態系の分
析、考察 

【担当技術者】 
小栗 有子 
鹿大准教授 
（環境教育） 
 
【役割】 
・屋久島・奄美
ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ（副） 
・比較分析（副） 
・現地調査（副） 
 
 
 
【経歴】 
○農学修士 
03年より鹿
児島大学） 

●鹿児島環境
学WG 
●環境教育、社
会教育の視点
で屋久島・奄美
を調査研究 
 
【理由】 
教育、ツーリズ
ムの考察 

【担当技術者】
河合 渓 
鹿大准教授 
（海洋生物学）
 
【役割】 
・屋久島・奄美
ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ（副）
・比較分析（副）
・現地調査（副）
 
 
 
【経歴】 
○博士(水産学)
00年より鹿
児島大学） 

●鹿児島環境
学WG 
●奄美の貝類
調査など海洋
生態研究に従
事 
 
【理由】 
海の生態及び
生活文化の分
析 

【担当技術者】
井村 隆介 
鹿大准教授 
（地質学） 
 
【役割】 
・屋久島ｹｰｽｽﾀ
ﾃﾞｨ（主） 
・奄美ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ
（副） 
・比較分析（副）
・現地調査（副）
 
【経歴】 
○博士（理学）
96年より鹿
児島大学） 

●鹿児島環境
学WG 
●屋久島・奄美
等の生成過程
等の調査研究
に従事 
 
【理由】 
地質年代分析
と生物の関係
考察 

【役割】
事務及び進行
統括 
永松 巌 
研究協力係長

【担当技術者】 
西村 明 
鹿大准教授 
（宗教人類学） 
 
【役割】 
・比較分析（主） 
・屋久島・奄美
ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ（副） 
・報告書作成
（主） 
・現地調査（副） 
 
【経歴】 
○博士（文学） 
04年より鹿
児島大学） 

●鹿児島環境
学WG 
●比較文化的
視点から屋久
島・奄美の各種
調査に参画 
 
【理由】 
価値、理念、文
化論の考察 
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